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■原案　「岩河智子編作オペラ 中山晋平物語〜カチューシャの唄〜」シナリオ
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　この夏、ふるさと冒険クラブの「夏だ！山だ！キャ
ンプだ！」に実行委員として参加してきました。
　今年はまだらおの湯キャンプ場を会場に約 60
人が参加。大人と子どもが一緒になって火おこし
をしたり、魚のつかみどりをしたり、飯ごう炊さ
んやドラム缶風呂も体験。豊かな自然の中で元気
いっぱいに動き回る子供たちの姿を見て、私もう
れしくなりました。
　この企画には昨年に引き続き２回目の参加でし
たが、１年目に比べて知り合いも増えてきました。
こうした地域での活動を通じて生まれた繋がりを
大切に、今後ももっと皆さんの中に溶け込み、地
域社会に貢献ができればと思います。

地域での活動を通じて

収穫の季節。
今年もおいしい
農産物をいただ
きます！

17
今月の協力隊員　青木一弘 隊員

問 地域振興課 ☎ 38-3111
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信州なかの音楽祭に寄せて

vol.68
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２

１_ 飯ごう炊さんで炊いたご飯の味は格別！
２_ テント張りも子供たちの手で行います。
３_ 替佐若連会にも入会。小

こ ど う

胴（小鼓）を担当しています。

◀
市
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よ
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ら
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オ
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平
物
語
』
練
習
風
景
。　今年も信州なかの音楽祭の季節が廻ってきた。

夏が終わったこの季節、世界的な音楽都市ウィー
ンでもさまざまなコンサートシーンがスタートす
る。秋は、空気が澄み、自然の色彩が一段と鮮や
かになる季節であり、そうした気候のもとで、響
き奏でられる音楽は、実に心地よく、心象にのこ
るものが多い。
　さて、中野市は市民の誰しもが知る、中山晋平、
高野辰之、そしてジブリ音楽で有名な久石譲先生
をはじめとして、実に多くの音楽関係者そして愛
好家を育んでいる。
　先日、東京サントリーホールでの久石譲先生の
コンサートを拝聴する機会を得た。先生のナウシ
カ交響曲は有名だが、コンサート最後のほぼ全員
によるスタンディングオベイションは圧巻であっ

た。音楽は、時に個々人の心象風景と共鳴し、私
たちにさまざまな感情を呼び起こす。一方で音楽

（合奏・合唱）を通じて、ともに創りあげる喜びに、
参加者と一緒に浸る。音楽の持つ力は実に大きく、
そして強いものがある。
　今年は編作オペラ『中山晋平物語～カチュー
シャの唄～』が大勢の参加者のもと公演される。
練習を重ねての大舞台をみんなで演じ創る、その
成果が楽しみである。中野市ならではの音楽祭プ
ログラムである。今年の音楽祭も市民の皆さんの
積極的な参加により創りあげられており、是非と
も多くの皆さんとともに、共鳴し新たな感動を分
かち合いたいと思っている。


